
ハードとソフトの融合で住民を呼び込む
湘
南
桂
台
地
区
（
栄
区
）

成
熟
す
る
地
域
、
ユ
ニ
ー
ク
な

組
織
、
活
発
な
活
動

　
湘
南
桂
台
地
区
は
、
Ｊ
Ｒ
本
郷
台
駅
か
ら
南
東
へ

１
・
５
キ
ロ
に
位
置
す
る
、
昭
和
4
0
年
代
か
ら
5
0
年
代

に
か
け
て
開
発
さ
れ
た
戸
建
中
心
の
民
間
分
譲
住
宅

地
で
あ
る
。
地
区
の
中
央
に
は
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
が

立
地
す
る
ほ
か
、
保
育
所
、
中
学
校
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
、日本最大級のシニアクラブ｢桂山クラブ｣の文化祭

重
症
心
身
障
害
児
者
の
通
所
施
設
と
し
て
国
の
制
度

の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
た
「
朋
（
と
も
）
」
（
昭
和
6
1
年
設
立
）

が
あ
る
。
2
4
年
９
月
に
は
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

在
宅
の
重
症
心
身
障
害
児
者
の
往
診
、
訪
問
看
護
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
を
行
う
市
内
初
の
多
機
能
型

拠
点
「
郷
（
さ
と
）
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

有
償
家
事
支
援
団
体
「
グ
ル
ー
プ
桂
台
」
（
平
成
９
年

設
立
）
の
３
団
体
が
相
互
に
独
立
し
つ
つ
も
必
要
に
応

じ
て
ゆ
る
や
か
に
連
携
し
て
い
る
。

　
自
治
会
加
入
率
は
結
成
当
初
か
ら
ほ
ぼ
１
０
０
％

が
続
い
て
い
る
。
自
治
会
区
域
は
２
４
の
組
に
分
け
、
さ
ら
に

組
を
8
0
の
班
に
分
割
し
て
組
織
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
2
4

組
を
1
0
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
防
災
防
犯
組
織
と
し
て
い
る
。

自
治
会
長
は
2
0
人
以
上
の
推
薦
を
受
け
た
立
候
補
者

が
住
民
に
よ
る
選
挙
で
選
ば
れ
る
。
１
期
２
年
で
連
続
２

DATA

期
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
。
自
治
会
の
班
長
は
毎
年
交
替
す

る
が
、
前
任
の
班
長
や
副
会
長
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
組

に
は
理
事
が
、
班
に
は
班
長
が
置
か
れ
て
お
り
、
各
組
に

置
か
れ
る
理
事
は
班
長
の
互
選
に
よ
り
選
任
さ
れ
る
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
日
本
最
大
級
、
５
０
０
人
を
超

え
る
加
入
者
を
誇
る
桂
山
ク
ラ
ブ
は
、
会
員
が
主
体

的
に
立
ち
上
げ
た
2
4
の
サ
ー
ク
ル
の
連
合
体
、
す
な
わ
ち
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と
し
て
活
動

し
て
い
る
。
新
規
加
入
者
は
自
分
に
合
っ
た
サ
ー
ク
ル

を
選
ん
で
加
入
す
る
ほ
か
、
新
し
い
サ
ー
ク
ル
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。
何
ら
か
の
テ
ー
マ
で
1
0
人
以
上

が
集
ま
っ
た
と
き
に
サ
ー
ク
ル
と
認
定
さ
れ
、
立
ち
上

げ
時
に
必
要
な
備
品
等
購
入
の
補
助
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
１
人
１
，
５
０
０
円
の
会
費
を
財
源
と
し

て
、
年
間
活
動
費
（
１
団
体
２
万
円
）
も
支
給
さ
れ
る
。

会
議
室
等
、
活
動
場
所
の
確
保
を
桂
山
ク
ラ
ブ
の
事

務
局
メ
ン
バ
ー
が
行
う
こ
と
で
、
サ
ー
ク
ル
活
動
に
伴

う
渉
外
・
事
務
等
の
負
担
も
減
ら
し
て
い
る
。
加
入
資
格

を
5
5
歳
以
上
と
し
て
間
口
を
広
げ
る
一
方
で
、
「
老
人

ク
ラ
ブ
」
と
い
う
呼
称
を
使
う
こ
と
を
や
め
、
「
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
」
と
称
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
呼
び
換
え
は
市
内

各
区
に
広
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の
先
駆
け
が
桂
山
ク
ラ

ブ
で
あ
る
。
小
学
校
で
児
童
と
一
緒
に
昔
あ
そ
び
を
し

た
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
授
業
の
補
助
を
行
う
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
盛
ん
で
あ
る
。
毎
年
秋
に
は
日
頃
の
活

動
成
果
を
披
露
す
る
「
文
化
祭
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
る

（
写
真
）
。
な
お
、
桂
山
ク
ラ
ブ
の
会
長
も
、
自
治
会
同

様
、
2
0
人
以
上
の
推
薦
に
よ
る
立
候
補
者
の
選
挙
に

地
区
内
で
は
、
「
湘
南
桂
台
自
治
会
」
（
昭
和
5
2
年

設
立
）
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
「
桂
山
ク
ラ
ブ
」
（
平
成
1
2
年
設
立
）
、



よ
り
選
出
さ
れ
る
。

　
グ
ル
ー
プ
桂
台
は
子
育
て
が
一
段
落
し
た
女
性
た
ち

や
定
年
後
の
男
性
が
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
掃
除

や
料
理
、
庭
仕
事
、
病
院
へ
の
付
き
添
い
な
ど
の
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

「
利
用
会
員
」
は
１
０
５
名
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
で
あ
る

「
協
力
会
員
」
が
8
9
名
、
趣
旨
に
賛
同
す
る
サ
ポ
ー

タ
ー
「
賛
助
会
員
」
が
9
9
名
（
2
5
年
１
月
現
在
）
で
、
年

間
約
２
，
０
０
０
時
間
の
利
用
が
あ
る
。
利
用
料
金
は

平
日
９
時
か
ら
1
7
時
ま
で
は
１
時
間
８
０
０
円
、
そ
れ

以
外
は
１
時
間
１
，
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
原
則
と

し
て
自
転
車
や
徒
歩
で
行
け
る
エ
リ
ア
の
依
頼
を
対

象
と
し
て
い
る
が
（
子
育
て
家
庭
の
要
請
は
エ
リ
ア
外

で
も
受
け
て
い
る
）
、
利
用
者
は
約
３
分
の
１
が
湘
南

桂
台
自
治
会
エ
リ
ア
の
住
民
で
、
残
り
の
３
分
の
２
が

エ
リ
ア
外
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要
は
多
く
、
活
動

の
認
知
が
広
が
る
に
伴
い
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
な
ど
か

ら
の
派
遣
依
頼
も
増
え
て
い
る
。
協
力
会
員
の
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
長
時
間
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
難
し
く

な
り
つ
つ
あ
る
が
、
協
力
会
員
が
フ
ル
稼
働
し
て
利
用

会
員
の
切
実
な
依
頼
に
応
え
て
い
る
。

建
築
協
定
か
ら
地
区
計
画
へ
の

移
行
時
に
規
制
緩
和

　
湘
南
桂
台
地
区
で
は
、
開
発
当
初
の
昭
和
5
0
年
に

建
築
協
定
が
締
結
さ
れ
、
平
成
３
年
に
更
新
さ
れ
て

い
た
が
、
平
成
1
3
年
の
期
限
切
れ
を
前
に
、
合
意
形
成

が
難
航
し
て
い
た
。
折
し
も
平
成
８
年
に
全
市
的
な

用
途
地
域
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
当
地
区
の
容
積
率

が
6
0
％
か
ら
8
0
％
に
緩
和
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
当
事
者
の
合
意
を
根
拠
と
す
る
建
築
協
定
か

ら
、
都
市
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
る
地
区
計
画
へ
の
移

行
を
目
標
と
す
る
活
動
を
行
い
、
「
栄
湘
南
桂
台
地
区

計
画
」
が
平
成
1
3
年
５
月
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。

　
そ
れ
ま
で
の
建
築
協
定
で
は
建
築
用
途
が
戸
建
専

用
住
宅
と
医
院
併
用
住
宅
に
限
ら
れ
て
い
た
の
に
対

し
、
新
た
な
地
区
計
画
で
は
店
舗
等
と
の
兼
用
住
宅

や
３
０
０
㎡
以
下
の
老
人
ホ
ー
ム
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

等
）
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
。
こ
う
し
た
規
制
の
緩
和

を
受
け
て
、
1
4
年
３
月
に
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
き
ゃ
ん
ば
す
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
ま
た
、
従
来
許
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
敷
地
分
割
を
１
６
５
㎡
を
最
低
限
度

と
し
て
許
容
す
る
な
ど
、
地
域
の
高
齢
化
を
踏
ま
え

た
柔
軟
な
対
応
が
図
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
地
区
計
画
で
規
定
で
き
な
い
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
平
成
１
３
年
４
月
に
「
湘
南
桂
台
ま
ち
づ
く
り

指
針
」
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
指
針
で
は
「
ま
ち
づ
く
り

憲
章
」
を
定
め
る
と
と
も
に
、
建
築
物
の
色
彩
や
宅
地

地
盤
面
の
高
さ
変
更
、
緑
化
、
店
舗
兼
用
住
宅
の
営

業
時
間
、
看
板
設
置
な
ど
に
つ
い
て
の
遵
守
事
項
を
規

定
し
、
改
訂
を
経
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
（
こ
の

指
針
は
、
2
1
年
に
地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
に
基
づ

く
ル
ー
ル
認
定
を
受
け
て
い
る
。
）

ぷ
ら
っ
と
オ
ア
シ
ス
、
ミ
セ
コ
ン
、

ウ
ェ
ル
カ
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

ソ
フ
ト
施
策
を
充
実

前
項
で
述
べ
た
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
ル
ー
ル

暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
指
標
と
は

を
確
立
す
る
一
方
で
、
住
民
間
の
つ
な
が
り
を
充
実
さ
せ

る
た
め
の
ソ
フ
ト
施
策
に
も
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
年
1
0
月
か
ら
月
１
回
、
桂
台
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
の

多
目
的
ホ
ー
ル
を
会
場
に
し
て
、
三
世
代
交
流
サ
ロ
ン

「
ぷ
ら
っ
と
オ
ア
シ
ス
」
を
開
催
し
て
い
る
。
自
治
会
福

祉
部
、
桂
山
ク
ラ
ブ
福
祉
活
動
部
、
グ
ル
ー
プ
桂
台
が

協
働
で
企
画
・
運
営
し
、
合
唱
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
ん

で
い
る
。
毎
回
の
参
加
者
は
4
0
～
6
0
人
に
も
上
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
区
内
の
喫
茶
店
を
月
２
回
、
定
休
日
に
借
り

切
っ
て
の
サ
ロ
ン
開
催
も
行
っ
て
い
る
。
（
こ
の
喫
茶
店
は

サ
ロ
ン
開
催
日
以
外
も
住
民
の
た
ま
り
場
に
な
っ
て
い
る
。
）

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
店
舗
内
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
「
ミ
セ

（
店
）
コ
ン
」
も
2
0
年
1
2
月
の
開
始
以
来
、
３
団
体
と
近

隣
自
治
会
の
有
志
、
そ
し
て
店
長
か
ら
な
る
店
コ
ン
実

行
委
員
会
に
よ
る
開
催
が
月
１
回
ペ
ー
ス
で
続
い
て
い

る
。
多
い
時
で
３
０
０
人
が
来
場
す
る
。
ま
た
、
2
1
年
２

月
か
ら
、
転
入
者
を
対
象
に
自
治
会
、
桂
山
ク
ラ
ブ
、

グ
ル
ー
プ
桂
台
の
活
動
な
ど
を
説
明
す
る
「
ウ
エ
ル
カ
ム

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
年
２
回
実
施
し
て
い
る
（
写
真
）
。
栄
区

役
所
の
窓
口
で
も
自
治
会
と
ウ
エ
ル
カ
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ウェルカムミーティング
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の
紹
介
に
協
力
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
春
秋
の
防
災
訓

練
、
全
員
参
加
の
公
園
・
沿
道
一
斉
清
掃
、
理
事
・
班
長

ら
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
桂
台
中
学
校
を
会
場
と

し
て
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
「
敬
老
の
つ
ど
い
」
な

ど
、
数
々
の
催
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
地
域
活
動
へ
の
参
加
促
進
の
仕
掛
け
と
し
て
、
桂
山

ク
ラ
ブ
で
は
、
独
白
の
「
社
会
活
動
参
加
券
」
を
発
行

し
て
い
る
。
地
区
内
の
８
つ
の
公
園
の
清
掃
活
動
へ
の
参

加
者
が
所
属
す
る
サ
ー
ク
ル
に
「
社
会
活
動
参
加
券
」

が
発
行
さ
れ
、
桂
山
ク
ラ
ブ
と
し
て
受
け
取
っ
た
清
掃

活
動
に
対
す
る
補
助
金
を
、
個
人
で
は
な
く
各
サ
ー

ク
ル
に
、
発
行
枚
数
に
応
じ
て
配
分
す
る
と
い
う
仕
組
み

で
、
年
間
２
，
０
０
０
枚
程
度
が
交
付
さ
れ
て
い
る
（
写

真
）
。
導
入
当
初
か
ら
2
3
年
度
ま
で
は
原
資
を
交
付
枚

数
で
割
っ
て
配
分
す
る
「
変
動
相
場
制
」
で
運
用
し
て

い
た
が
、
現
在
で
は
１
枚
１
０
０
円
で
換
算
し
て
い
る
。

　
日
頃
の
情
報
共
有
も
手
厚
く
行
わ
れ
て
い
る
。
自

治
会
の
詳
細
な
活
動
報
告
が
掲
載
さ
れ
る
広
報
紙

『
桂
山
』
と
楠
山
ク
ラ
ブ
の
各
サ
ー
ク
ル
の
活
動
実
績

や
予
定
な
ど
が
網
羅
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
紙
『
楠
山
ク
ラ

ブ
』
は
、
『
広
報
よ
こ
は
ま
』
な
ど
の
配
付
に
合
わ
せ
て

毎
月
全
世
帯
に
配
付
さ
れ
る
。
『
楠
山
ク
ラ
ブ
』
の
イ

ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
欄
は
ほ
ぼ
全
日
、
い
ず
れ
か
の
サ
ー

ク
ル
の
活
動
で
埋
ま
っ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
桂
台
は
『
グ

ル
ー
プ
楠
台
通
信
』
を
毎
月
発
行
し
て
会
員
に
配

付
し
て
い
る
。

社会活動参加券

自
治
会
起
点
の
人
材
育
成
が

住
民
を
呼
び
込
む

　
こ
の
よ
う
に
、
湘
南
桂
台
地
区
で
は
、
ま
ち
の
ハ
ー
ド

面
の
ル
ー
ル
づ
く
り
と
ソ
フ
ト
面
を
活
性
化
す
る
仕
掛

け
の
両
方
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
新
し
い
住
民

を
呼
び
込
も
う
と
し
て
お
り
、
高
齢
化
は
進
ん
で
い
る

が
、
人
口
減
少
に
下
げ
止
ま
り
の
兆
候
が
見
ら
れ
、
世

帯
数
は
微
増
し
て
い
る
。
空
き
家
も
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に

売
れ
る
た
め
、
一
定
以
上
に
は
増
え
て
い
な
い
と
い
う
。

ま
た
、
国
勢
調
査
の
５
歳
ご
と
の
年
齢
別
人
口
を
2
0

0
0
年
と
2
0
1
0
年
と
で
比
較
※
す
る
と
、
大
半
の

年
代
が
減
少
し
て
い
る
中
、
1
0
代
と
4
0
代
か
ら
5
0
代

前
半
（
2
0
1
0
年
時
点
の
年
齢
）
に
つ
い
て
は
増
加

が
確
認
で
き
、
こ
の
間
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
転
入
が
推

測
さ
れ
る
。
前
述
の
ウ
エ
ル
カ
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
も
若

い
世
代
の
参
加
が
目
立
つ
と
い
う
。
二
世
帯
住
宅
は
自

治
会
へ
の
届
け
出
が
あ
っ
た
も
の
だ
け
で
5
0
軒
に
上
っ

て
い
る
。

　
数
々
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
可
能
に
し
て
い
る

の
は
湘
南
桂
台
自
治
会
、
桂
山
ク
ラ
ブ
、
グ
ル
ー
プ
桂

台
の
３
団
体
か
ら
成
る
ゆ
る
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

あ
り
、
こ
の
つ
な
が
り
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
「
高
齢
者

パ
ワ
ー
」
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
自
治
会
の

会
長
や
班
長
が
短
い
ス
パ
ン
で
交
替
す
る
こ
と
に
よ

り
、
多
く
の
世
帯
が
自
治
会
役
員
を
経
験
し
て
い
る
。

役
員
経
験
者
は
そ
の
後
も
地
域
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
役

を
担
う
と
い
う
伝
統
が
あ
る
た
め
、
役
員
職
が
地
域

活
動
の
入
り
口
と
し
て
機
能
す
る
一
方
で
、
桂
山
ク
ラ

ブ
、
グ
ル
ー
プ
楠
台
に
は
活
動
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
、

地
域
活
動
が
円
熟
し
て
い
く
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
て
人
材
の
厚
み
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
手
づ
く
り
の
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
は

今
後
も
進
化
し
て
い
く
に
違
い
な
い
。

※
例
え
ば
、
2
0
0
0
年
の
５
～
９
歳
の
人
口
と
、
2
0
1
0
年

　
の
1
5
～
1
9
歳
の
人
口
を
比
較
し
た
。

088


	hakusho2013-086
	page1

	hakusho2013-087
	page1

	hakusho2013-088
	page1


